
  配 置 予 定 の 技 術 者 調 書       様式第３号 

 

※記載する配置予定技術者の数は、様式第１号で申告の受注可能件数以上の数とすること。 

受注可能件数×２名まで申請可能           申請者                

従事する予定の役職 監理技術者 

配置予定者の氏名  

法令による資格・免許  

申請日時点で配置中の

工事の有無 

□ 配置中の工事は無い 

□ 他の工事に配置中（工期末：  年  月  日、 

  工事名称：                         ）注 5 

元 

請 

工 

事 

経 
 

験 
  

 
 

工 事 名 称  

発注機関名  

施 工 場 所  

契 約 金 額  

工      期    年  月  日から      年  月  日まで 

従 事 役 職 監理技術者 ・ 主任技術者 ・ 現場代理人 

従 事 期 間    年  月  日から      年  月  日まで 

工 事 内 容  

従事する予定の役職 監理技術者 

配置予定者の氏名  

法令による資格・免許  

申請日時点で配置中の

工事の有無 

□ 配置中の工事は無い 

□ 他の工事に配置中（工期末：  年  月  日、 

  工事名称：                         ）注 5 

元 

請 

工 

事 

経 
 

験 
  

 
 

工 事 名 称  

発注機関名  

施 工 場 所  

契 約 金 額  

工      期    年  月  日から      年  月  日まで 

従 事 役 職 監理技術者 ・ 主任技術者 ・ 現場代理人 

従 事 期 間    年  月  日から      年  月  日まで 

工 事 内 容  

１.元請の工事経験については、平成 22 年 4 月 1 日以降に、請負金額 4,500 万円以上の建築一式工事（受注形態が共同企業体の場

合にあっては、出資比率が 30％以上である場合の工事に限る。）で、請負の工事が完成し、引渡しが済んでいるもの、また、着

工から工事完了まで従事したものに限り記載すること。 

２. 記載した完成工事について、日本建設情報総合センターのコリンズ工事実績情報システムの竣工時カルテの写し（以下「コリ

ンズの写し」という。）を添付。工事名、工期、契約金額、発注機関名及び受注者双方の押印が確認できる契約書（電子契約の

場合は、契約書及び契約締結を証明する書類。以下同じ。）の写し及び工事概要が確認できる書類の写しでも可 

３.共同企業体での施工実績の場合、共同企業体名称及び各構成員の出資比率が確認できるものを貼付すること。 

４.監理技術者資格者証の表裏の写し・監理技術者講習修了証の写しを添付。ただし、国土交通大臣認定を受けた者で、監理技術者 

資格者証を有しない場合は、施工管理技士等合格証明書及び認定書の写しに加えて、以下の書類のいずれかを添付。 

・健康保険証の写し（申請日時点で有効なものに限る） 

・雇用証明書（従業員の氏名、生年月日、雇用年月日の記載があるものに限る。また、住所又は所在地、商号又は名称、代表者 

職・氏名、日付を記入し、和泉市登録印を押印のこと。） 

・住民税特別徴収税額の通知書・変更通知書及び 3 カ月間の給与明細書） 

５.参加申請時点で他の工事に配置中の場合は、令和 7年 5月 20 日時点では他の工事に配置されないことを証明する書類（コリン

ズの写し、契約書の写し等）をあわせて提出すること。 


